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幅約500mの美しいクロマツ林が全長約4.5Km（約100万本）も続いている虹の松原。
日本三大松原の一つで特別名勝にも指定されている景勝地です。
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葉
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通
る

ル
ー
ト
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
ま
し
た
が
、
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が
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通
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そ
し
て
、氣
が
つ
け
ば
長
崎
県
・
佐
世

保
の
お
宿
へ
到
着
。九
十
九
島
を
一
望
で

き
る
弓
張
の
丘
で
も
山
の
樹
々
た
ち
と

エ
ネ
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ギ
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日
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。
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幅
5
0
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m
の
ク
ロ
マ
ツ
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囲
ま
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の
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じ
め
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っ
た
と
き
、

ま
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の
樹
々
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ち
か
ら
降
り
注
ぐ
よ

う
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あ
ふ
れ
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く
る
エ
ネ
ル
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激
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想
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し
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。

　

今
回
の
ツ
ア
ー
へ
ご
参
加
の
皆
さ
ま

に
も
、ぜ
ひ
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
体
感
し 1泊目でお世話になった弓張の丘ホテルさんから望む佐世保湾と九十九島。

眼下には絵に描いたような風景がひろがります。

やわらかくて、やさしい「弓張の丘展望台」からの朝景。ここで舞ったわかめ体操は過去最高軟度を達成したとか、しないとか（笑）
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樹
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そ
び
え
立
つ
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齢
三
千
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大
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、年
齢（
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齢
？
）を
感
じ

さ
せ
な
い
ほ
ど
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
、そ
の

前
に
立
っ
た
だ
け
で
、ク
ス
ク
ス
と
笑
み

が
こ
ぼ
れ
た
り
、と
て
も
懐
か
し
い
氣

持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
た
り
す
る
の
で
、

皆
さ
ん
、な
か
な
か
そ
の
場
を
離
れ
が

た
い
よ
う
で
し
た
。

　

御
船
山
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の
つ
つ
じ
園
や
大
藤
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柳
川
の
舟
下
り
で
は
両
岸
の
植
生
か
ら

も
、た
く
さ
ん
の「
樹
の
氣
」を
い
た
だ
き
、

そ
の
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、今
回
も
ま
た
夜
の
宴
会
で
み
ご
と

に
消
耗
さ
れ
た
こ
と
を
、こ
こ
に
謹
ん
で

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
も
楽
し
い
ひ
と
時
を
ご
一

緒
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
参
加
の
皆
さ
ま
、

関
係
各
位
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
本
誌
40
ペ
ー
ジ
も
あ
わ
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

大小208の島々からなる九十九島。「208なのに99？」というご質問は佐世保
観光協会へどうぞ（笑）（九十九は、たくさんっていう意味だそうです）

両端に樹が茂る道を歩いているだけで「樹の氣」と交流できちゃいます。

2日目の夕食会では歌姫まこちゃんの美声に忍者やキツネたちも集まってきました。『鬼滅の刃』では「鬼は藤に近づけない」ので、この大藤の下で舞っているのは
きっと妖精たちに違いない…はず（笑）

樹齢三千年といわれる大楠。
すくすくと育った樹の氣を受けて、皆さんクスクス笑ってます。

柳川の観光名物「お堀めぐり」。詩人・北原白秋ゆかりの地も随所にみられ、その
情緒あふれる光景に思わず拍手ぅ。
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